
翻刻『捨小舟』（松田）

国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
第
二
号
（
一
九
七
六
年
三
月
）

解
題
二
巻
一
冊
。
写
（
近
世
中
期
）
。
浮
世
草
子
。
全
二
十
三
丁
。
本
文
十
二
行
（
序
は
十
一
行
）
。
寸
法
二
○
・
三
×
二
六
・
五
’
二
七
。
作
者
都

の
錦
（
宍
戸
与
一
影
鹿
児
島
県
枕
崎
市
東
鹿
籠
関
氏
蔵
。
振
仮
名
は
朱
と
墨
と
二
通
あ
り
。
と
も
に
本
文
筆
写
者
と
は
別
筆
。
今
朱
墨
の
別
を

立
て
ず
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
み
生
か
し
、
翻
字
者
の
意
見
は
行
間
括
弧
内
に
示
し
た
。
虫
損
破
損
等
は
一
字
分
を
□
で
示
し
、
二
字

以
上
に
わ
た
る
時
は
（
）
の
中
に
、
（
二
字
分
）
な
ど
と
示
す
か
、
あ
る
い
は
損
傷
部
分
の
長
さ
の
概
数
を
入
れ
た
。
本
文
行
割
細
字
の
個
所

は
原
型
を
残
し
た
が
、
一
六
九
頁
の
み
、
分
量
の
関
係
上
、
〈
〉
を
附
し
、
一
行
に
直
し
た
。
句
読
は
仮
に
施
し
た
。

西
鶴
没
後
、
上
方
文
壇
で
か
な
り
重
要
な
地
位
を
占
め
な
が
ら
、
出
府
後
無
宿
人
改
め
に
ひ
っ
か
か
り
、
薩
摩
山
鹿
野
金
山
・
鹿
籠
金
山
で
、

強
制
労
働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
都
の
錦
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
古
く
水
谷
不
倒
、
近
く
は
浜
田
啓
介
氏
の
、
あ
る
い
は
郷
士
史
家
諸
氏
に
よ
っ

て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
中
で
劃
期
的
で
あ
る
の
は
、
野
間
光
辰
先
生
の
業
績
で
あ
る
。
戦
争
下
に
発
表
さ
れ
た
「
都
の
錦
の
悲
劇
」

翻
刻
『
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（
日
本
諸
学
振
興
報
告
収
載
）
「
都
の
錦
獄
中
獄
外
」
（
国
語
国
文
）
等
は
、
都
の
錦
の
多
元
的
な
作
品
が
、
当
代
文
学
の
流
れ
に
お
い
て
い
か
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
も
の
か
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
文
学
者
Ⅱ
も
の
書
き
の
系
譜
上
、
き
わ
め
て
特
異
な
典
型
性
を
み
せ
る
、
都
の
錦
の

精
神
史
的
位
相
を
閏
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

都
の
錦
は
悲
劇
的
な
薩
摩
体
験
を
ど
の
よ
う
に
以
後
の
人
生
に
生
か
し
た
か
、
わ
け
て
流
人
生
活
中
、
彼
が
何
ら
か
の
文
学
的
根
跡
を
、
薩

隅
の
地
に
止
め
え
た
か
ど
う
か
、
大
き
な
興
味
が
寄
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
回
鹿
児
島
大
学
教
授
大
内
初
夫
氏
に
よ
っ
て
発
見
紹
介

さ
れ
た
関
氏
蔵
に
か
か
る
本
書
「
捨
小
舟
」
は
、
ま
さ
に
待
望
さ
れ
た
そ
の
一
冊
で
あ
っ
て
、
実
に
貴
重
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

流
調
が
文
学
創
造
に
結
び
つ
く
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
貴
種
流
離
謹
を
度
外
視
し
て
も
、
日
本
文
学
史
上
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
て
、
菅
原

お
も

道
真
、
後
鳥
羽
院
等
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
面
正
し
い
次
元
、
あ
る
い
は
伝
統
的
古
典
的
な
し
。
ヘ
ル
を
離
れ
、
一
受
刑
者
と

し
て
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
、
流
鼠
流
請
の
生
活
を
描
い
た
と
な
る
と
、
極
め
て
そ
の
数
は
少
い
。
か
つ
て
紹
介
翻
刻
し
た
「
南
方
録
」
発
見

者
立
花
実
山
の
「
梵
字
艸
」
な
ど
、
が
か
ろ
う
じ
て
思
い
起
さ
れ
る
。

本
書
は
、
都
育
ち
の
零
落
者
、
「
浮
か
ぬ
舟
」
と
「
二
の
次
」
の
対
談
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
こ
の
二
人
が
、
共
に
都
の
錦
の
分
身
で

、
、
、

、
、

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
「
髪
に
華
の
都
よ
り
出
生
し
た
る
無
宿
あ
り
仇
名
を
二
の
次
と
い
ひ
う
か
い
舟
と
号
す
」
な
ど
、
筆
の
す
べ
り

で
あ
ろ
う
が
、
全
く
一
人
の
人
間
に
つ
い
て
の
表
現
で
あ
る
。
冒
頭
は
、
悲
惨
な
生
活
の
実
情
を
芽
ち
、
あ
る
い
は
、
ほ
ん
の
僅
か
な
ミ
ス
の

た
め
に
無
宿
人
狩
り
と
い
う
落
し
穴
に
お
ち
こ
ん
で
し
ま
う
社
会
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
非
情
さ
を
つ
き
、
一
見
の
自
虐
譜
讓
を
超
え
て
、
自
照
性

を
濃
厚
に
示
し
て
、
そ
の
意
味
で
は
近
代
小
説
へ
の
早
い
歩
ゑ
で
あ
り
え
た
の
で
あ
る
が
、
筆
が
進
む
に
従
っ
て
、
あ
り
ふ
れ
た
、
書
き
古
さ

れ
た
浮
世
草
子
の
一
般
性
の
中
に
解
消
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
都
の
錦
の
生
が
挫
折
で
あ
る
ほ
ど
に
、
こ
の
一
冊
に
も
亦
挫
折
の
色
が
濃
い
。

な
お
本
書
発
見
・
紹
介
の
功
は
、
全
く
大
内
初
夫
氏
に
帰
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
出
現
に
よ
っ
て
、
都
の
錦
へ
の
研
究
が
一
段
の
進
展
を

み
せ
る
だ
ろ
う
。
つ
い
で
な
が
ら
、
本
書
と
同
時
発
見
さ
れ
た
「
播
磨
椙
原
」
一
冊
は
、
都
の
錦
自
筆
の
可
能
性
の
極
め
て
高
い
も
の
、
東
北

大
学
本
等
と
の
詳
細
な
比
較
検
討
が
望
ま
れ
る
。
所
蔵
者
関
氏
、
大
内
教
授
、
枕
崎
図
書
館
の
方
々
に
謝
意
を
素
し
た
い
。
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翻刻『捨小舟』（松田）

ヒ
ツ
ク
リ

カ
ケ
サ
ン

（
ば
か
）

常
燃
か
御
茶
を
召
上
ら
れ
て
〈
、
平
家
の
御
隠
居
様
も
二
度
必
悔
、
頼
朝
殿
の
御
舎
弟
様
も
、
静
か
口
盃
に
二
日
酔
し
て
、
破
家
の
名
を

ウ
ロ
タ
ヘ
ア
ル
キ

芳
野
川
に
流
し
、
陸
奥
二
落
着
か
る
員
ま
て
〈
、
無
宿
と
成
て
雨
路
絶
歩
行
給
う
事
、
是
好
色
に
依
て
な
り
。
さ
れ
〈
無
宿
に
な
る
も
の
、

（
や
ぼ
）
カ
ム
戸

多
分
〈
裾
貧
乏
の
張
る
故
そ
、
能
家
暮
悟
り
て
見
よ
、
禿
に
毛
か
生
れ
〈
女
郎
に
変
し
、
傾
城
の
果
て
か
遣
手
に
化
る
、
一
夜
ｊ
、
の
飛
鳥

川
、
乗
合
舟
の
揖
を
取
か
如
し
、
あ
そ
こ
に
も
附
、
髪
に
も
（
一
ォ
）
」
附
る
、
さ
れ
〈
人
間
の
切
売
と
は
、
是
女
郎
の
事
か
、
凡
ソ
金
山
に

シ
カ
、
、
、
ト
リ

ヘ
ツ
ペ

住
人
、
金
を
〈
臘
取
と
心
得
な
か
ら
も
、
金
の
大
切
な
る
原
を
尋
に
、
烟
喰
て
廠
痛
と
い
う
病
を
う
け
、
ゑ
い
や
つ
と
取
出
す
玉
金
を
ひ
つ

ヤ
ク
タ
イ

（
お
ほ
鍬
そ
か
）

く
り
返
し
て
、
金
玉
の
御
用
に
つ
か
い
捨
る
〈
、
益
体
も
な
い
事
ょ
、
抑
浮
気
の
半
粋
た
ち
、
い
つ
も
大
冊
日
の
心
に
な
り
、
揚
屋
を
借
銭

（
そ
う
ず
が
わ
）
（
う
ば
ご
ぜ
）
（
う
つ
）

乞
と
心
得
、
遊
女
を
〈
葬
頭
河
姥
御
前
と
思
い
給
へ
、
虚
つ
に
は
ま
り
て
、
果
は
衣
裳
を
は
ぎ
と
ら
れ
、
丸
裸
に
成
へ
ぎ
事
の
笑
止
也
と
、

ウ
ハ
サ

ヲ
ヤ
ヲ
ッ
カ
ナ
イ

色
里
の
背
語
も
す
る
も
、
身
ふ
る
い
か
し
て
、
尤
可
畏
（
一
ウ
）
」

つ
な
か
ぬ
舟
の
浪
に
か
畠
よ
ふ
と
い
へ
る

心
に
て
、
流
人
の
上
を
の
せ
し
ゆ
へ
か
、
世
に

便
な
き
事
を
、
捨
小
舟
と
付
ぬ

引
た
つ
る
人
も
な
ぎ
さ
の
捨
小
舟

し
つ
み
も
や
ら
す
う
ぐ
か
い
も
な
し

捨
小
舟

（
ニ
オ
）
」
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（
け
ぬ
き
）
（
マ
マ
）

今
時
の
女
に
夫
一
人
守
る
も
の
〈
す
ぐ
な
し
、
額
に
録
子
当
る
程
の
男
に
、
人
の
女
房
盗
ま
ぬ
も
な
し
、
そ
れ
か
そ
う
し
や
と
て
、
南
爪
の

ナ
ヘ蕊
を
切
る
や
う
に
人
の
首
か
切
ら
る
壁
物
に
□
あ
ら
す
、
本
よ
り
ぬ
し
な
ぎ
女
郎
狂
ひ
、
た
と
へ
仕
過
し
か
あ
れ
〈
と
て
、
終
に
六
寸
角
を

背
負
た
る
例
も
な
し
、
随
分
ぬ
れ
ば
ち
当
り
た
る
分
に
て
、
流
人
と
な
る
ま
て
の
事
よ
、
抑
、
色
の
道
〈
天
地
は
つ
と
開
け
そ
め
た
る
よ

メ

（
よ
ノ
字
入
力
）

り
、
定
り
来
り
、
伊
弊
諾
と
申
せ
し
大
尽
の
親
方
、
天
の
浮
橋
口
下
二
て
陰
神
の
手
を
握
り
、
う
ま
い
事
よ
と
嬉
し
か
り
給
う
其
が
り
の
一

シ
こ
り
か
た
ま
り
蛭
子
の
宮
を
生
給
う
、
し
か
れ
共
、
此
御
子
三
と
せ
ま
て
足
立
給
わ
す
と
て
、
天
の
岩
く
す
舟
に
乗
せ
参
ら
せ
、
大
海
原

に
流
し
給
ふ
。
今
の
流
人
の
始
是
な
り
（
三
ォ
）
」
後
に
夷
三
郎
殿
と
聞
え
し
〈
、
此
姪
子
の
御
事
也
、
亦
素
蓋
烏
尊
も
、
出
雲
の
国
に
流
さ

れ
ま
し
ま
す
、
す
〈
や
、
神
さ
へ
遠
流
の
身
の
へ
ま
し
て
其
外
人
の
世
に
、
菅
丞
相
の
古
く
太
宰
府
に
船
を
よ
せ
、
須
磨
や
明
石
の
う
ら
め

ボ
ン

し
き
、
涙
に
か
ほ
る
君
の
上
、
名
ば
か
り
残
る
有
明
の
、
月
よ
り
丸
き
坊
様
た
ち
、
一
宗
建
立
の
法
然
日
蓮
、
何
れ
も
一
度
配
所
の
住
居
、

喰
ね
〈
ひ
だ
る
い
と
い
ふ
事
を
知
て
、
磯
に
釣
し
て
命
を
つ
な
か
る
皇
と
か
や
、
愛
に
鹿
籠
金
山
に
無
宿
流
人
と
い
ふ
も
の
余
多
有
て
、
十
人

（
つ
Ｊ
も
ｈ
〃
）

ハ
十
国
の
寄
合
な
れ
〈
、
其
趣
一
様
な
ら
す
、
其
科
も
ま
た
各
別
也
、
昔
給
金
一
両
二
分
に
一
日
五
合
の
積
、
黒
米
を
受
て
、
酒
〈
日
に
一

升
宛
も
香
た
か
る
故
、
一
年
の
切
米
を
一
月
程
の
内
に
の
み
な
く
し
、
三
百
六
十
日
の
内
に
三
十
六
度
宛
〈
主
を
取
替
、
或
〈
町
の
手
代
奉

（
し
め
）
（
よ
み
）

公
三
ゥ
）
」
し
て
、
注
連
の
内
御
免
な
る
そ
と
御
正
月
に
宝
引
を
し
そ
め
、
読
を
始
て
合
に
な
を
し
、
後
〈
是
に
□
ま
た
る
し
と
て
、
三
枚

（
肩
）
（
う
つ
や
か
ら
）

形
て
お
せ
Ｊ
、
ノ
、
、
三
シ
ほ
四
粒
の
廻
り
胴
、
切
め
御
座
ら
ぬ
は
り
次
第
、
皆
こ
い
ノ
ー
と
手
を
拍
族
、
濡
手
て
粟
を
腿
と
思
へ
と
、
終

（
が
ん
い

に
蝦
て
鯛
を
釣
と
ら
れ
、
巾
着
の
底
を
扣
の
、
、
、
か
、
揚
句
の
果
に
〈
仕
着
の
伊
勢
嶋
、
ざ
ん
と
め
の
帯
ま
で
、
日
の
目
を
見
ぬ
仕
合
、
願
以

し
／
、
ど
／
、
）

此
功
徳
〈
売
物
を
引
負
、
主
親
方
に
損
を
懸
、
或
〈
耳
の
な
い
む
す
こ
殿
の
為
に
、
親
仁
の
膳
く
り
銀
を
こ
か
し
て
、
奥
の
し
れ
ぬ
穴
蔵
に

捨
小
舟
上

（
ニ
ウ
／
）
」
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翻刻『捨小舟』（松田）

（
こ
そ
）
（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

納
る
に
、
二
三
度
社
〈
安
房
め
か
と
子
煩
悩
に
迷
ひ
て
、
伯
母
の
佗
言
て
も
済
メ
、
元
よ
り
の
悪
姓
、
も
へ
杭
に
火
の
付
や
す
く
、
恋
暮
の

（
き
ゅ
う
り
）

焔
消
か
た
き
か
ら
起
て
〈
後
、
譲
の
家
屋
舗
を
売
、
九
離
切
ら
れ
て
無
宿
と
成
、
夢
に
角
共
し
ら
ぬ
火
の
筑
紫
の
海
の
藻
に
す
め
る
、
音
に

（
四
ォ
）
」
泣
罪
の
は
つ
か
し
ぐ
、
人
に
面
を
赤
米
や
、
喰
う
ｊ
、
寂
〈
雨
露
に
、
濡
ぬ
は
か
り
を
仮
の
宿
、
雪
の
あ
け
ほ
の
お
も
し
ろ
く
、
歌

《
よ
ま
ね
と
流
人
木
屋
、
皆
人
丸
と
成
に
け
り
〈
人
丸
と
い
へ
る
〈
、
寒
中
に
も
衣
裳
一
つ
な
れ
〈
、
足
を
の
は
し
て
長
く
れ
る
事
な
り
か

（
よ
っ
て
）

た
し
、
価
ま
ん
丸
に
ね
る
ゆ
へ
人
丸
と
い
へ
り
、
無
宿
口
歌
に
、
ほ
の
ノ
ー
と
あ
か
し
か
ね
つ
る
冬
の
夜
〈
あ
ま
り
寒
さ
に
人
丸
と
な
る
〉
、

差
に
華
の
都
よ
り
出
生
し
た
る
無
宿
あ
り
、
仇
名
を
二
の
次
と
い
ひ
、
う
か
い
舟
と
号
す
、
此
二
人
同
国
な
れ
〈
、
同
気
相
求
め
て
、
常
に

水
魚
の
交
を
な
す
、
さ
れ
は
う
か
い
舟
く
さ
れ
竹
の
窓
も
る
月
に
こ
し
か
た
を
案
し
、
つ
れ
な
の
世
の
中
や
、
昔
〈
小
銭
を
つ
か
い
過
し
て
、

（
あ
さ
が
ほ
）

九
ミ
の
声
、
三
五
の
十
八
と
連
し
ゆ
へ
に
、
今
は
鄙
の
山
住
と
な
り
て
、
姿
〈
雛
に
伝
ふ
橦
の
日
陰
に
し
ほ
む
こ
と
く
、
昼
〈
多
葉
粉
の

（
す
ね
）
（
ふ
す
ま
）

火
も
蠕
か
ら
取
、
暮
て
く
燈
を
見
す
、
常
闇
の
家
に
衾
を
か
た
し
き
、
起
き
も
せ
す
、
ね
も
せ
て
夜
を
あ
か
し
か
ね
た
る
折
か
ら
、
二
の
次

に
向
い
、
お
手
前
〈
人
品
（
四
ゥ
）
」
を
見
る
に
、
律
義
ま
つ
法
成
仕
出
し
、
虫
も
ふ
ミ
つ
ふ
さ
ぬ
体
常
に
、
主
有
に
女
に
お
と
け
事
も
い

（
二
字
分
）
様
子
、
こ
と
に
吾
丈
の
手
業
に
〈
峰
の
松
風
も
か
よ
ふ
成
る
琴
地
に
金
銀
を
か
き
よ
せ
、
三
味
の
音
に
〈
人
の
心
を
引
取
て
、
め

っ
た
に
銭
を
さ
ら
へ
よ
せ
、
夏
〈
す
か
し
団
扇
の
風
に
余
所
の
宝
を
吹
あ
つ
め
、
冬
〈
屏
風
を
こ
し
ら
へ
て
、
世
界
の
情
を
た
世
み
込
ミ
、

（
刷
）

此
外
小
刀
の
及
ふ
所
、
剥
毛
の
到
る
所
、
一
シ
と
し
て
手
に
叶
わ
ぬ
事
な
し
、
か
登
る
名
誉
の
細
工
を
覚
え
な
か
ら
、
広
い
都
に
相
手
な
く

無
宿
と
成
（
二
字
分
）
ふ
く
と
ふ
し
た
事
そ
や
、
二
の
次
額
に
雛
を
よ
せ
、
身
共
か
事
を
疑
ひ
給
ふ
〈
尤
な
か
ら
、
貴
殿
に
も
ま
た
一
不
審
候
、

品
形
社
生
れ
つ
き
た
ら
め
、
心
〈
な
と
か
か
し
こ
ぎ
よ
り
か
し
こ
き
に
も
、
う
つ
さ
〈
う
つ
す
へ
ぎ
道
理
を
わ
き
ま
へ
、
古
の
教
を
以
て
、

（
を
ち
こ
ち
）
（
や
ま
め
ぐ
り
）

人
を
み
ち
ひ
き
な
か
ら
我
を
わ
す
れ
て
自
ら
（
五
ォ
）
」
悪
道
に
遠
近
の
た
つ
き
も
し
ら
ぬ
山
ヶ
野
金
山
に
押
こ
め
ら
れ
、
山
又
山
に
山
廻
し

て
、
此
鹿
籠
山
に
う
つ
さ
れ
給
う
御
身
の
上
、
生
所
〈
し
れ
と
宿
か
な
け
れ
〈
、
山
姥
の
落
子
か
と
思
は
れ
、
そ
ら
お
そ
る
し
く
社
候
へ
、

ヒ
ロ
ケ

う
か
い
舟
、
い
か
に
も
そ
ち
の
不
審
の
如
く
、
我
幼
少
の
時
よ
り
も
朝
に
道
を
聞
て
、
ゆ
ふ
ベ
ノ
ー
の
燈
に
文
を
攪
見
ぬ
世
の
人
を
友
と
す
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る
、
心
〈
昔
に
あ
り
は
ら
の
伊
勢
の
な
よ
や
か
成
る
筆
事
の
た
と
り
、
紫
の
ゆ
か
り
の
詞
、
あ
る
ハ
タ
貝
の
宿
を
う
ら
ミ
、
い
は
け
な
き
田

鶴
の
一
声
み
員
に
そ
ふ
て
、
か
の
光
る
君
の
噂
わ
す
れ
か
た
く
覚
え
け
る
に
、
自
然
と
風
流
の
友
た
ち
の
入
来
、
真
帆
な
ら
ぬ
言
の
葉
に
引

（
は
力
）

か
け
ら
れ
、
ふ
と
色
里
に
志
を
は
こ
ひ
そ
め
て
、
け
い
せ
い
の
か
り
の
情
六
根
に
し
ミ
わ
た
り
け
れ
〈
、
お
た
ま
き
に
針
と
□
ふ
る
し
、
夜

（
た
ま
た
ま
）
（
マ
マ
）

る
も
昼
も
通
ひ
馴
し
ま
狸
、
適
伊
藤
源
助
か
講
席
に
望
な
か
ら
、
二
日
酔
の
ね
む
り
に
（
五
ゥ
）
」
う
か
さ
れ
て
、
論
語
を
口
説
の
文
と
心
得
、

（
マ
マ
）
ツ
ノ
曲
ソ

源
氏
湖
月
抄
を
〈
、
ま
皇
よ
通
路
の
駕
篭
賃
に
せ
よ
か
し
と
、
価
を
や
す
く
打
売
、
日
々
に
悪
姓
募
、
道
徳
の
学
問
〈
薄
く
し
て
、
好
色
の

（
お
や
じ
や
ぴ
と
）
（
や
が
て
）
（
マ
マ
）

つ
と
め
も
は
ら
な
る
よ
し
、
親
者
仁
の
耳
に
入
り
、
頓
而
公
に
訴
へ
、
勘
道
牒
に
し
る
さ
れ
け
る
に
依
て
、
所
の
住
吉
も
奈
良
さ
ら
し
帷
子

（
あ
っ
ぱ
れ
）

一
重
に
成
て
け
れ
〈
、
鮨
は
酢
て
持
チ
男
〈
気
て
も
つ
と
い
へ
〈
、
適
此
儘
に
朽
〈
せ
ま
い
、
一
先
江
戸
に
下
り
、
運
を
伝
馬
町
に
し
る
ヘ

カ
レ

の
者
も
あ
れ
〈
、
渠
を
頼
て
上
る
り
本
の
板
下
書
て
も
ロ
ー
ッ
〈
楽
な
事
そ
と
案
し
す
ま
し
、
都
を
〈
弥
生
半
に
立
つ
掻
く
霞
の
末
や
粟
田

口
、
山
の
桜
ハ
盛
二
て
、
跡
に
心
や
墨
染
の
衣
〈
着
ね
と
自
、
仏
か
と
み
る
普
賢
（
二
字
分
）
、
猛
し
と
聞
ヶ
と
虎
の
尾
〈
、
姿
や
ざ
し
ぎ
楊

（
都
力
）
（
ぱ
脱
力
）

貴
妃
の
宮
の
冠
か
と
此
形
に
思
〈
す
南
□
の
八
重
桜
、
人
と
は
見
え
て
心
中
〈
同
じ
事
か
や
犬
桜
、
返
し
て
見
れ
宍
ォ
）
」
ば
か
桜
か
く
う

と
ま
し
き
身
の
は
て
を
、
あ
壁
し
ん
ぎ
や
と
悔
め
共
、
其
了
簡
〈
遅
桜
、
ま
だ
旅
な
れ
ぬ
行
先
を
、
守
ら
せ
給
へ
と
日
の
神
に
、
た
の
み
を

懸
る
伊
勢
桜
、
心
ほ
そ
く
も
糸
桜
、
最
早
恋
路
〈
き
り
か
や
つ
（
二
字
分
）
江
戸
桜
、
路
銀
持
ね
〈
道
す
か
ら
、
喉
緋
桜
に
近
江
な
る
水
口

（
》
」
ｈ
ソ
）

籠
裏
を
さ
し
出
し
、
勧
進
乞
て
行
路
を
、
ま
た
も
三
川
の
八
橋
に
、
田
は
か
り
残
り
か
き
つ
ば
〈
な
し
と
我
友
誹
林
三
千
風
か
よ
み
し
〈
、

実
修
行
体
、
か
れ
〈
世
を
拾
、
某
〈
又
世
に
拾
ら
れ
て
あ
ち
ぎ
な
く
、
く
る
し
き
事
に
大
井
川
、
何
と
駿
河
の
不
二
の
山
、
高
ィ
卑
ィ
も
お

し
な
へ
て
、
栄
へ
哀
ふ
飛
鳥
川
、
移
替
も
面
白
し
、
今
日
悪
け
れ
〈
明
日
〈
又
よ
か
ろ
ふ
物
と
我
な
か
ら
、
心
一
つ
に
た
の
む
な
□
、
い
つ

河
崎
の
定
め
な
き
無
常
の
鈴
の
森
過
て
、
行
程
広
き
日
本
橋
、
髪
か
お
江
戸
の
真
中
と
宍
ゥ
）
」
間
及
し
〈
物
か
〈
、
ヒ
ン
ト
は
ね
つ
る
髭

男
、
六
人
乗
物
三
挺
道
具
、
五
本
宛
〈
朝
六
つ
か
ら
夜
半
迄
、
此
橋
に
絶
る
事
な
し
、
さ
す
か
将
軍
の
御
下
程
有
て
、
口
の
横
に
切
た
る
者
、

（
い
ざ
り
）
ロ
ク
ロ

ー
時
も
ひ
た
る
目
に
あ
わ
す
、
盲
ハ
杖
を
便
り
に
銭
を
貰
、
響
く
椀
を
た
塗
い
て
米
を
取
、
腰
引
く
珠
数
や
木
地
や
に
抱
て
噸
を
引
か
せ
、
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手
な
き
者
を
〈
八
百
屋
に
抱
て
鉄
を
路
す
る
、
何
れ
そ
れ
に
す
た
ら
ぬ
所
、
是
繁
昌
の
し
る
し
そ
と
思
ひ
つ
畠
け
て
思
案
橋
を
渡
り
、
不
思

（
洞
力
）
力
里
卜

案
橋
に
銭
た
し
て
、
う
そ
と
実
の
堺
町
、
櫓
太
鼓
の
音
、
□
か
ら
ノ
ー
～
と
耳
に
入
と
い
な
や
繍
も
地
に
着
ぬ
心
地
な
る
に
、
扇
口
に
さ
し
あ

（
か
ぶ
き
）

て
、
始
ま
っ
た
ノ
ー
三
番
三
ち
や
ノ
、
、
御
上
覧
の
太
夫
土
佐
〈
是
よ
と
う
め
ぎ
立
れ
く
、
又
歌
舞
着
座
に
て
、
評
判
し
や
ノ
、
、
大
磯
の

（
野
力
）

虎
に
成
ま
す
か
荻
口
沢
之
丞
、
中
ニ
ノ
、
、
和
田
義
盛
に
〈
西
国
兵
五
郎
、
五
郎
時
宗
に
（
セ
ォ
ヒ
市
川
団
十
郎
、
朝
比
奈
に
中
村
伝
九
郎
、

（
わ
た
も
ち
）

そ
れ
ｊ
、
Ｊ
、
工
藤
左
衛
門
に
山
中
平
九
郎
、
し
き
り
Ｊ
、
と
呼
ふ
も
あ
り
、
扱
小
芝
居
に
、
声
立
て
、
今
度
越
後
国
よ
り
腸
持
の
雪
女
、

せ
い

（
呼
マ
タ
ハ
叫
ヵ
）

勢
か
八
尺
、
年
〈
十
六
、
髪
〈
白
、
黒
い
毛
か
一
筋
も
あ
ら
す
、
銭
□
ら
ぬ
繕
四
文
し
や
銭
〈
戻
り
と
口
口
嬰
京
も
大
阪
も
御
当
地
も
、
言
葉

の
花
の
う
そ
の
か
わ
、
実
な
し
と
思
へ
共
、
人
の
多
い
故
か
や
、
朝
か
ら
晩
ま
て
、
小
芝
居
に
ひ
し
と
つ
ま
ら
ぬ
事
も
な
し
、
あ
な
た
こ
な

た
の
い
ひ
立
、
絵
看
板
の
面
白
さ
に
う
つ
壁
を
ぬ
か
し
、
足
本
よ
り
烏
の
立
も
覚
え
す
、
旅
の
姿
の
ふ
つ
ゞ
か
に
、
地
の
風
俗
に
う
つ
ら
ぬ

〈
、
横
目
衆
に
見
答
目
ら
れ
、
宿
〈
い
か
に
と
尋
ら
る
量
に
、
元
よ
り
無
宿
の
と
ら
へ
ら
る
皇
と
い
ふ
事
を
ハ
、
う
ろ
た
へ
た
る
氏
神
も
御

存
有
ま
い
事
な
れ
〈
、
京
都
よ
り
今
日
当
着
致
、
未
宿
も
走
ら
す
と
、
何
心
な
く
答
へ
け
る
に
、
（
セ
ウ
）
」
先
こ
な
た
へ
と
い
は
し
有
て
、

八
幡
親
の
は
ち
か
、
勘
当
と
い
ふ
一
言
に
、
ぬ
け
句
の
な
ら
ぬ
仕
合
、
終
に
□
口
橋
の
揚
屋
に
召
籠
ら
れ
、
ヶ
様
の
体
と
な
ら
芝
の
露
と
あ

ら
そ
ふ
涙
に
余
所
の
狭
も
ぬ
れ
申
さ
う
、
二
の
次
あ
ら
ま
し
様
子
を
聞
、
問
も
語
る
も
色
の
道
、
同
思
ひ
の
う
さ
つ
ら
さ
、
品
お
か
し
ぎ
も

（
れ
し
さ
も
力
）

う
（
□
Ｕ
□
）
取
重
ね
っ
畠
、
秋
の
夜
の
長
き
夜
あ
か
ぬ
物
語
、
互
に
咄
し
明
す
へ
し
、
シ
カ
シ
髪
て
く
耳
多
し
、
山
神
の
拝
殿
に
行
、
ゆ
る

（
マ
マ
）

（
に
力
）

り
と
打
解
け
、
一
昔
の
悪
姓
を
さ
ん
け
し
て
、
無
量
の
罪
や
口
法
に
、
神
□
い
の
り
を
か
け
ま
く
も
、
か
し
ぎ
人
に
も
（
二
字
分
）
は
つ
か
し

の
森
の
下
風
そ
よ
ｊ
、
と
御
□
の
陰
に
鼻
□
ぎ
（
二
字
分
）
二
の
次
扱
（
二
字
分
）
某
都
〈
四
条
通
に
住
ン
て
、
富
〈
家
居
の
つ
き
ｊ
、
し
ふ
、

（
し
ら
げ
）

口
廿
間
口
の
見
世
一
は
い
二
（
二
字
分
）
丼
ン
て
琴
の
細
工
、
唐
木
〈
蔵
に
み
ち
、
猫
の
形
見
（
二
字
分
）
棚
に
余
る
臺
所
に
、
精
の
山
高
、

（
稲
鳥
力
）

日
良
の
暮
雪
を
あ
さ
む
き
（
二
字
分
）
（
八
オ
）
」
の
諸
白
半
切
に
た
陰
へ
て
、
さ
な
か
ら
近
江
の
湖
の
如
し
、
摺
鉢
の
響
き
平
等
に
し
て
、
客

人
の
絶
間
な
く
、
召
仕
の
男
女
合
て
六
十
一
人
、
本
卦
か
へ
り
の
分
限
者
と
指
さ
畠
れ
け
る
に
、
も
つ
け
や
我
か
売
買
の
引
方
と
て
、
物
こ
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松
ヵ
）

し
に
も
悪
か
ら
ぬ
こ
と
の
〈
口
風
通
う
爪
音
も
、
よ
き
中
の
む
つ
事
そ
と
思
ひ
よ
り
し
よ
り
、
三
味
の
音
し
め
の
止
間
な
ぎ
嶋
原
の
風
景
、
笛

霞
に
空
焼
き
、
烟
〈
軒
端
を
も
れ
て
雲
井
に
な
ひ
き
、
魂
い
う
は
ふ
色
の
湊
、
其
比
丹
波
屋
の
大
江
、
い
は
ら
ぎ
や
の
玉
か
つ
ら
、
是
等
此
里

に
於
て
名
取
の
太
夫
、
そ
の
／
～
は
り
の
つ
よ
き
事
、
酒
顛
童
子
か
酒
ふ
り
に
等
し
く
、
綱
に
引
れ
て
腕
を
と
ら
れ
し
羅
生
門
の
心
中
も
か

（
よ
ね
）

く
や
（
二
字
分
）
い
か
な
る
辰
巳
上
り
の
大
尽
も
此
米
に
お
ふ
て
く
い
か
な
ノ
ー
～
、
二
の
句
出
ぬ
と
評
判
せ
し
程
の
い
き
ほ
い
、
中
に
も
い
は

ら
き
や
の
玉
か
つ
ら
に
、
情
を
か
け
し
、
生
て
の
契
り
ハ
竜
宮
城
の
堀
井
の
底
ま
て
と
深
（
八
ゥ
）
」
、
死
て
《
ま
た
九
品
蓮
台
に
互
い
違
の
御

・
ト
ラ

手
枕
を
願
い
、
凡
一
月
冊
日
を
廿
五
日
ハ
揚
屋
を
居
宅
と
定
め
、
常
に
訪
う
末
社
の
臣
、
鉦
の
八
兵
衛
蛙
の
三
助
、
螢
長
吉
、
率
都
婆
姿
権

八
、
押
せ
へ
せ
六
五
右
衛
門
、
焼
餅
太
郎
助
な
と
出
て
、
洛
中
に
腕
を
さ
す
る
男
達
手
、
天
狗
の
さ
し
み
、
か
ミ
な
り
の
玉
子
、
白
骨
の
白

あ
へ
、
鯨
の
丸
焼
に
て
も
、
被
下
次
第
な
奴
原
、
或
時
揚
屋
一
座
に
於
て
、
玉
か
つ
ら
、
是
等
か
い
き
ほ
い
を
見
て
さ
り
共
つ
よ
さ
う
な
お

様
た
ち
あ
の
貝
わ
ひ
の
、
こ
わ
い
事
よ
と
笑
う
品
し
ほ
ら
し
き
口
本
に
、
飛
助
共
気
を
折
て
、
貴
様
何
て
も
御
好
次
第
、
つ
よ
い
事
し
て
御

目
に
懸
ん
、
鉦
の
八
兵
衛
〈
此
柱
を
片
手
二
て
引
抜
ン
と
い
へ
〈
、
蛙
の
三
助
〈
一
時
に
堀
貫
の
井
戸
を
セ
ツ
堀
て
見
せ
ま
し
よ
、
卒
都
婆

（
く
さ
り
）

権
八
ハ
十
二
の
は
し
こ
に
女
郎
を
十
二
人
の
せ
て
、
三
シ
指
に
て
上
け
て
見
せ
う
、
螢
長
吉
〈
か
ら
か
ね
の
火
鉢
を
句
鎖
に
よ
り
て
御
目
に

懸
ん
な
と
蚤
広
言
を
吐
（
九
ォ
）
」
所
に
焼
餅
の
太
郎
助
す
塗
み
出
て
、
さ
ら
〈
旦
那
に
も
つ
よ
い
事
さ
せ
ま
せ
う
と
て
、
小
判
百
両
宛
香
合

十
二
は
い
盛
て
、
太
鼓
六
人
、
場
や
夫
婦
、
禿
遣
手
迄
十
二
人
の
華
に
出
す
、
是
程
物
の
見
事
な
男
達
手
に
力
す
ぐ
に
及
ぬ
所
と
い
へ
〈
、

さ
し
も
の
あ
は
れ
者
も
、
か
ら
く
り
人
形
と
ひ
と
し
く
、
物
い
は
す
に
打
う
な
つ
き
、
頭
を
畳
に
付
て
、
め
く
る
事
水
車
の
如
し
、
兎
に
角
、

（
牛
力
）

世
間
に
金
程
力
の
つ
よ
い
物
《
あ
ら
す
と
、
自
慢
の
八
百
も
い
ふ
て
、
限
な
く
の
は
す
鼻
毛
に
〈
、
や
も
め
烏
も
つ
な
か
れ
、
唐
芋
程
な
る

（
ろ
脱
力
）

漣
を
た
ら
し
て
、
雨
に
も
行
、
風
を
も
い
と
は
す
、
通
ひ
か
よ
ふ
程
に
、
九
十
九
夜
を
二
シ
重
ね
し
二
人
寝
の
内
に
、
ち
よ
り
二
千
貫
目
の

（
た
力
）

身
代
を
ロ
ぐ
ぎ
あ
け
、
揚
句
の
果
に
〈
代
々
家
に
伝
は
る
秘
蔵
の
弥
物
、
小
野
の
小
町
か
廻
文
に
、

（
マ
マ
）

ぎ
し
ひ
こ
そ
ま
つ
か
み
ぎ
わ
に
こ
と
の
ね
の
と
こ
に
〈
き
み
か
つ
ま
そ
こ
い
し
ぎ
（
九
ウ
）
」
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此
歌
に
よ
っ
て
、
君
か
つ
ま
と
名
付
し
琴
一
面
、
小
町
か
一
代
手
に
ふ
れ
て
、
関
寺
の
門
前
に
袖
乞
す
る
ま
て
、
身
を
は
な
さ
す
持
伝
え
け

れ
〈
、
宝
〈
身
の
さ
し
合
、
ま
ゞ
よ
わ
さ
く
れ
、
明
日
死
う
も
知
れ
す
と
、
う
〈
気
に
ま
か
せ
三
十
貫
目
の
質
に
入
て
、
其
銀
を
一
月
程
の

（
マ
マ
）

内
に
い
は
ら
ぎ
や
の
た
の
し
ゐ
に
な
し
、
角
て
家
財
も
次
第
に
干
へ
り
し
て
、
質
に
置
や
否
や
流
の
身
、
う
か
れ
遣
い
の
や
る
せ
な
く
、
今

〈
家
に
残
る
物
辿
べ
こ
斗
焚
の
大
釜
二
シ
、
五
升
入
の
通
い
樽
五
シ
、
宗
和
堅
地
の
朱
椀
そ
ろ
へ
て
百
人
前
、
真
塗
の
長
持
、
定
紋
付
の

皮
つ
ゞ
ら
二
荷
、
小
袖
た
ん
す
、
懸
硯
、
南
京
の
さ
し
ミ
Ⅲ
、
い
ま
り
の
神
酒
徳
利
、
備
前
焼
の
摺
鉢
ま
て
取
集
め
見
れ
ハ
、
入
札
に
し
て

繪
四
貢
八
百
廿
四
匁
三
分
一
リ
ン
と
相
場
を
た
て
蚤
、
所
帯
道
具
有
限
売
払
ひ
、
此
銀
を
一
分
も
残
さ
す
下
口
の
養
い
に
仕
尽
し
、
今
ハ
手

と
身
と
紙
子
一
重
に
成
て
□
（
十
さ
」
□
〈
親
類
に
も
見
限
ら
れ
、
近
附
に
も
う
と
ま
れ
、
所
の
住
居
な
り
か
た
け
れ
〈
、
一
先
江
戸
に
下

り
、
し
な
れ
し
琴
の
引
方
に
し
た
か
い
、
何
方
へ
も
手
間
取
に
出
て
、
随
分
骨
を
砕
き
、
立
身
の
種
を
も
ま
き
、
今
の
恥
辱
を
雪
ん
物
を
と
、

歯
切
を
し
て
立
出
け
る
か
、
都
の
別
れ
も
今
日
を
限
と
思
へ
〈
、
一
た
ひ
ふ
ミ
そ
ん
し
た
る
い
は
ら
ぎ
や
の
名
残
未
尽
せ
す
、
せ
め
て
立
な
半

タ
ソ
カ
レ

ワ
ー１

か
ら
成
共
、
か
つ
ら
木
に
お
ふ
て
、
今
生
の
暇
乞
せ
ん
と
切
編
笠
に
貝
か
く
し
、
黄
昏
時
に
ま
か
き
に
い
た
り
、
禿
の
友
弥
を
呼
出
し
、
耳
一

に
口
を
よ
す
れ
ハ
、
早
う
心
得
て
、
内
へ
入
と
い
な
や
、
み
す
の
追
風
に
〈
あ
ら
れ
と
、
ふ
う
ハ
リ
と
開
く
か
い
と
り
の
つ
ま
よ
り
、
若
木

ヘ
ン
サ
イ

の
伽
羅
の
香
を
ふ
け
〈
、
す
〈
や
心
の
乱
髪
、
も
や
ノ
ー
と
成
、
腸
持
の
翻
財
天
も
是
程
に
出
来
ま
し
と
思
へ
〈
、
俄
に
七
十
三
匁
ほ
し
く

成
て
、
君
か
つ
ま
の
琴
を
、
悔
と
帰
ら
す
、
か
（
十
ゥ
）
」
つ
ら
ハ
格
子
に
た
壁
す
ま
い
、
こ
く
先
と
ふ
し
た
ふ
り
て
御
さ
ん
す
、
心
得
ま
せ

ぬ
と
い
ふ
、
二
の
次
、
泣
面
作
、
は
つ
か
し
な
か
ら
、
そ
も
し
ゆ
へ
に
、
身
代
ひ
し
と
た
畠
み
挑
灯
、
火
を
と
ほ
す
了
簡
も
な
い
わ
い
の
、
是

（
の
り
）

み
て
た
も
れ
、
か
う
し
た
な
り
、
夢
て
く
な
い
か
、
更
に
う
つ
狸
共
思
は
れ
す
、
ふ
び
ん
と
思
う
て
た
も
れ
や
と
、
紙
子
の
粘
の
解
る
ま

ナ
カ
ラ
ウ

て
、
男
泣
に
め
そ
ｊ
、
す
れ
ハ
、
時
に
か
つ
ら
、
長
烟
竹
掻
喰
へ
に
し
な
か
ら
、
シ
ソ
卜
し
た
る
顔
ふ
り
二
て
、
是
申
シ
ニ
の
次
さ
ま
、
是

（
散
）

（
や
ぽ
）

ニ
ー
ミ
な
仰
、
そ
う
な
り
果
て
給
〈
、
私
故
と
の
事
な
れ
と
、
そ
れ
〈
大
き
な
了
簡
違
い
、
到
ら
ぬ
家
暮
の
つ
壁
け
買
、
末
も
と
を
ら
ぬ
物

（
打
ヵ
）
テ
ッ
チ

故
に
、
跡
先
し
ら
す
に
の
ほ
り
つ
め
、
し
や
（
二
字
分
）
ろ
く
と
の
ミ
心
得
、
石
の
遣
ひ
様
も
し
ら
す
、
お
り
は
の
わ
ろ
き
双
六
□
て
、
奴
よ



り
浅
ま
し
く
、
今
く
い
ノ
く
～
と
な
ぎ
給
へ
〈
と
て
、
本
の
（
三
・
五
糎
）
し
返
し
も
な
る
ま
い
、
返
ら
ぬ
者
の
負
く
し
い
ひ
て
、
曲
（
ニ
ォ
）
」

（
マ
マ
）
（
る
力
）

輪
（
二
字
分
）
追
廻
し
に
逢
ん
よ
り
、
早
う
逃
て
い
な
ん
せ
、
三
味
線
に
張
□
〈
薄
か
、
こ
な
様
〈
厚
い
つ
い
ら
の
皮
て
、
よ
ふ
も
ｊ
、
其
形

を
も
恥
す
、
此
里
へ
こ
さ
ん
し
た
事
の
、
そ
ん
な
客
〈
女
郎
の
風
下
に
も
い
や
て
あ
ん
す
、
さ
ら
〈
と
い
ふ
て
立
所
を
、
二
の
次
し
は
し
と

詞
を
懸
け
、
い
か
に
や
ｊ
、
玉
か
つ
ら
、
流
つ
た
な
ぎ
身
な
れ
〈
と
て
、
物
の
哀
れ
は
し
る
物
そ
、
夫
、
男
の
身
〈
、
七
こ
ろ
ひ
八
起
と

て
、
一
度
〈
栄
へ
一
度
全
浪
う
、
一
の
裏
〈
六
、
大
晦
日
の
明
ル
日
元
日
そ
か
し
、
角
落
ふ
れ
た
れ
は
と
て
、
そ
う
人
を
見
を
と
す
物
て
ハ

な
い
そ
、
頼
朝
殿
〈
伊
豆
の
北
条
、
蛭
か
小
嶋
の
流
人
と
な
り
、
う
き
か
ん
な
ん
に
月
日
を
送
、
小
銭
つ
か
ふ
様
も
あ
ら
さ
れ
〈
、
時
ど
煩

悩
の
起
る
時
、
手
篇
に
上
下
を
着
せ
て
害
る
淫
程
の
貧
仕
合
な
れ
共
、
後
に
〈
天
下
一
の
親
方
に
〈
成
給
ふ
そ
か
し
、
我
全
盛
の
光
、
は
つ

ｊ
、
と
小
判
て
顔
を
は
る
時
ハ
、
渡
辺
に
手
を
と
ら
せ
た
る
（
ニ
ゥ
）
」
茨
木
や
の
亭
主
も
、
あ
た
ま
て
庭
を
は
ぎ
、
揚
屋
夫
婦
の
客
お
か

み
、
ま
た
そ
も
し
〈
新
枕
の
時
よ
り
居
膳
の
し
か
け
、
鴨
の
入
首
、
鴛
の
羽
返
し
、
竪
に
も
横
に
も
相
撲
の
手
、
御
望
次
第
の
川
津
懸
、
茶

臼
に
な
り
て
く
る
ｊ
、
と
、
座
敷
の
内
て
廻
ら
れ
し
か
、
今
曽
我
殿
よ
り
浅
ま
し
く
な
り
た
れ
〈
と
て
、
犬
の
小
判
を
見
る
如
く
、
そ
し
ら

Ｑ
ｒ
シ
（
マ
マ
）

（
ら
脱
力
）

ぬ
貝
社
に
く
ら
し
け
れ
、
ム
ミ
此
上
《
ロ
に
手
を
寄
て
い
ふ
程
損
し
や
、
そ
れ
か
し
君
と
な
れ
そ
め
て
、
末
の
松
山
酒
〈
こ
す
共
か
わ
し

と
、
か
た
み
に
指
の
血
を
し
ほ
り
熊
野
の
烏
紙
を
か
の
こ
に
染
た
る
罰
〈
い
か
に
、
其
心
か
ら
〈
起
請
社
今
く
あ
た
な
れ
是
ノ
ー
早
う
返
て

給
と
い
う
、
か
つ
ら
完
爾
と
白
歯
を
見
せ
、
そ
れ
常
穿
の
焼
手
辿
、
（
二
・
七
糎
）
手
の
外
に
い
る
ｊ
、
の
な
ら
い
有
、
先
起
請
〈
傾
城
の
湯

（
ほ
）
（
の
）

漬
□
（
五
・
五
糎
）
く
る
、
生
爪
や
き
か
ね
、
い
か
ほ
と
し
て
も
徴
（
三
ォ
）
」
（
五
・
六
糎
）
た
ら
ぬ
事
、
是
皆
色
の
あ
き
な
ゐ
な
れ
〈
、

客
の
望
に
（
三
・
一
糎
）
心
に
そ
ま
ね
と
面
向
、
実
な
ふ
り
し
て
甘
か
ら
す
る
、
然
る
を
世
界
の
あ
ほ
う
共
、
か
た
し
け
涙
を
ね
ち
切
て
、

は
た
か
に
な
る
も
し
ら
ま
弓
、
引
か
れ
て
来
る
を
（
二
字
分
）
か
ら
矢
よ
り
も
早
く
取
落
す
、
さ
れ
〈
我
か
身
十
四
の
春
、
水
場
し
て
、
今
十

九
の
冬
ま
て
馴
染
を
重
ね
し
大
尽
を
見
る
が
内
に
、
乞
食
に
す
る
事
廿
四
五
人
か
と
覚
え
申
候
、
ざ
あ
り
と
て
亦
み
つ
か
ら
す
る
故
に
あ
ら

す
、
銘
々
の
不
覚
悟
に
て
、
大
切
の
金
銀
を
打
捨
、
家
を
売
り
身
を
し
つ
む
、
し
か
も
其
金
は
、
皆
揚
屋
親
方
禿
遣
手
か
徳
分
と
な
れ
は
、
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い
か
な
ｊ
、
琴
爪
の
は
し
程
も
わ
し
か
為
に
〈
成
ま
せ
ぬ
、
さ
あ
ｊ
、
二
枇
の
ち
か
い
の
文
御
望
な
れ
〈
戻
し
ま
せ
う
と
手
を
た
蚤
け
〈
、

禿
来
る
を
、
其
手
箱
を
と
取
寄
、
蓋
を
明
て
、
一
枚
ｊ
、
く
り
返
し
（
三
ゥ
）
」
見
れ
〈
皆
客
よ
り
請
た
る
誓
紙
な
り
、
凡
需
数
五
六
十
枚
も

有
へ
し
、
其
中
み
か
た
さ
ま
の
御
手
〈
是
か
と
て
、
く
る
ノ
ー
巻
て
前
へ
投
を
取
て
見
れ
は
、
我
か
安
房
草
に
ま
か
い
な
し
、
さ
て
も
ノ
、

水
く
さ
ぎ
心
中
、
角
ま
て
つ
め
た
い
物
か
と
、
血
眼
に
成
て
、
い
か
に
か
つ
ら
、
過
つ
る
文
月
七
日
の
夜
、
命
に
も
か
へ
ぬ
大
切
に
思
へ

と
、
そ
ち
か
所
望
に
依
て
、
し
ハ
し
豫
置
た
る
小
野
小
町
か
深
草
の
少
将
よ
り
貰
し
松
か
け
と
い
ふ
琴
爪
有
へ
し
、
今
帰
し
て
た
も
れ
と
い

ふ
に
、
か
つ
ら
か
く
せ
く
つ
ミ
よ
、
恥
を
い
は
ね
〈
理
が
聞
え
ぬ
、
さ
れ
〈
そ
の
小
町
さ
ま
の
琴
爪
〈
、
頃
日
吉
野
屋
の
道
芝
と
の
歯
黒
の

祝
と
て
、
傍
輩
の
女
郎
た
ち
、
祝
儀
物
を
送
ら
ぬ
す
口
我
も
似
合
に
や
ら
れ
〈
な
ら
ぬ
折
柄
、
黄
成
物
に
に
く
ま
れ
（
五
・
四
糎
）
れ
〈
、

先
是
を
も
身
の
差
合
と
思
ひ
、
取
あ
へ
す
九
（
三
ォ
）
」
十
（
四
糎
）
入
れ
ま
し
た
（
二
字
分
）
さ
ん
せ
と
、
右
之
手
箱
よ
り
質
（
二
字
分
）
を

取
出
し
、
ほ
し
く
〈
受
て
い
な
ん
せ
と
格
子
の
外
へ
投
出
す
、
さ
り
共
か
つ
ら
か
今
の
し
か
た
、
憎
や
ノ
、
つ
か
み
殺
し
て
く
り
や
う
と
思

（
し
力
）

へ
と
、
格
子
を
隔
つ
る
口
問
答
、
川
向
の
喧
嘩
に
て
、
手
を
（
二
字
分
）
も
と
掻
か
ぬ
仕
合
、
せ
め
て
銭
百
あ
ら
〈
、
貝
を
は
っ
て
戻
り
た
い

事
か
な
と
、
し
ん
ゐ
の
焔
に
ま
か
ぎ
を
焦
し
、
泣
ｊ
、
そ
こ
を
立
出
て
、
志
賀
唐
崎
の
一
松
、
た
壁
つ
れ
な
き
〈
人
の
命
、
な
り
下
り
た
る

無
宿
の
流
の
身
社
あ
は
れ
な
れ
（
三
行
あ
き
）
（
三
ゥ
）
」
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つ
な
か
ぬ
舟
聞
て
打
う
な
つ
ぎ
、
さ
も
社
あ
ら
め
、
世
の
中
の
う
さ
も
つ
ら
さ
も
か
な
し
さ
も
、
皆
色
よ
り
そ
起
る
と
か
や
、
貴
殿
の
只
今

（
マ
マ
）

咄
さ
し
か
つ
ら
か
仇
情
、
聞
も
中
を
い
や
ら
し
や
、
し
か
し
傾
城
と
い
へ
〈
と
て
、
皆
不
心
中
に
も
有
へ
か
ら
す
、
仏
の
世
に
も
鬼
か
住
、

聖
の
世
に
も
盗
人
あ
り
、
白
米
の
中
に
も
自
然
と
赤
米
の
ま
し
り
て
有
如
く
な
れ
〈
、
多
の
遊
女
の
中
に
、
一
人
や
二
人
や
〈
水
く
さ
き
者

（
ば
か
）
（
や
つ
が
れ
）

も
有
へ
し
、
い
て
某
か
因
位
の
昔
、
破
家
の
あ
る
程
尽
た
る
手
く
た
を
そ
っ
と
語
る
へ
し
、
扱
も
僕
都
〈
御
幸
町
通
に
住
ソ
て
暫
書
籍
に
眼

を
さ
ら
す
、
髪
に
佐
々
助
三
郎
と
い
へ
り
し
大
活
の
文
人
な
と
畠
出
合
の
（
二
字
分
）
さ
、
一
シ
椀
の
物
を
も
喰
合
ふ
程
の
馴
染
深
し
、
或

時
、
助
三
見
え
（
一
○
糎
）
い
ふ
も
の
を
〈
編
し
と
思
う
、
然
ら
宍
一
四
ォ
）
」
（
一
○
糎
）
の
景
色
を
も
艶
詩
に
作
り
て
か
ふ
へ
し
、
歌
人
〈

居
な
が
ら
名
所
を
知
る
と
い
へ
共
、
西
行
法
師
ハ
歌
枕
を
尋
て
路
吟
せ
し
故
、
取
分
名
所
の
歌
〈
功
者
な
り
、
更
科
姥
捨
の
月
も
、
其
所
に

い
た
ら
ね
〈
、
よ
く
う
つ
ら
ぬ
老
そ
か
し
、
就
夫
我
一
人
行
ソ
も
徒
然
な
れ
〈
、
貴
丈
を
誘
引
て
諸
共
に
遊
地
の
も
や
う
を
一
目
見
て
来
て

楽
む
へ
し
と
言
葉
の
花
の
盃
を
、
互
に
汲
て
ゑ
ひ
も
せ
す
、
京
に
を
り
て
の
恋
の
い
ろ
は
、
ち
り
ぬ
る
を
わ
り
の
わ
る
い
咄
を
、
そ
っ
と
語

り
申
さ
ん
、
扱
も
よ
い
目
に
近
江
屋
の
よ
し
野
と
い
へ
る
太
夫
〈
、
天
の
羽
衣
稀
に
く
る
、
天
人
の
迷
子
か
、
探
幽
か
極
彩
色
の
衣
通
姫
も
、

（
マ
マ
）

是
に
い
か
て
と
思
わ
れ
、
手
〈
小
野
小
通
に
ま
か
い
、
引
手
に
な
ひ
く
爪
音
に
〈
、
か
世
や
く
日
の
宮
も
け
を
さ
れ
、
口
本
〈
錦
手
の
橦
猪
口
を

見
る
や
う
に
、
さ
て
と
こ
も
み
や
ら
の
見
事
さ
、
二
口
屋
の
ま
ん
ち
う
を
、
か
ミ
そ
り
て
姿
割
た
る
如
く
（
一
四
ゥ
）
、
」
酒
ふ
り
に
出
合
（
二
字
分
）

は
楽
み
（
二
字
分
）
て
手
を
し
て
退
く
は
か
り
、
其
外
天
然
微
妙
の
つ
と
／
、
に
い
う
も
口
多
な
り
、
か
り
そ
め
ふ
し
に
な
れ
そ
め
て
、
次
第

（
も
み
）
裏

に
阿
房
か
頭
へ
上
り
、
箸
か
鼻
の
先
へ
出
れ
々
紗
綾
縮
締
〈
重
く
て
着
悪
し
、
ふ
し
ぬ
き
の
羽
衣
を
す
み
る
茶
に
染
て
、
紅
葉
〈
け
は

ヒ

ノ
、
し
け
れ
〈
と
て
、
両
面
に
仕
出
し
、
鼠
糯
子
を
裏
返
し
て
、
二
寸
幅
の
帯
、
印
龍
〈
東
山
の
時
代
を
好
、
印
伝
〈
下
ひ
た
れ
〈
と
て
蜀
紅

の
錦
の
上
に
百
芭
蕉
を
一
重
き
せ
た
る
切
巾
着
、
十
匁
玉
の
さ
ん
こ
し
ゆ
、
養
卜
か
下
絵
に
、
や
、
、
、
の
夜
に
な
か
ぬ
烏
を
二
シ
三
シ
白
染
に

捨
小
舟
下
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て
と
め
さ
せ
、
金
鍔
も
何
と
や
ら
一
向
宗
の
お
阿
弥
陀
の
や
う
に
光
過
て
う
る
さ
し
と
て
、
黒
染
に
て
塗
か
く
し
、
伽
羅
も
塩
釜
〈
も
た
れ

て
聞
に
く
し
、
松
風
の
し
や
ん
と
し
て
（
二
字
分
）
よ
し
袖
香
炉
に
て
と
む
れ
く
、
烟
臭
と
四
敷
二
間
の
居
間
を
（
一
三
糎
）
に
い
ん
す
の
獅

噛
を
居
、
枕
程
（
玉
ォ
）
」
（
一
三
糎
）
ら
か
し
け
る
〈
と
つ
と
昔
の
毛
（
三
字
分
）
花
帳
の
内
に
し
て
李
夫
人
に
手
向
し
反
魂
香
の
い
き
ほ
い

な
（
マ
マ
）

も
、
是
に
く
そ
と
大
成
者
の
有
程
を
尽
さ
は
ひ
く
も
道
理
、
彼
の
君
〈
、
よ
し
野
漆
の
如
、
ひ
つ
た
り
と
付
て
は
な
れ
ぬ
あ
ん
は
い
の
よ

上
タ
ス
ラ

（
マ
マ
）

さ
、
此
世
も
と
ん
ほ
か
へ
り
す
る
よ
う
に
有
け
る
、
か
出
れ
〈
混
色
道
に
魂
を
と
ら
〈
は
れ
、
心
に
こ
塗
に
あ
ら
さ
れ
〈
、
聞
共
聞
え
ぬ
親

の
異
見
、
み
れ
共
み
え
ぬ
煩
悩
の
や
ミ
、
我
か
お
や
ち
も
若
い
時
〈
う
ま
い
事
を
仕
尽
て
の
あ
け
く
、
夜
食
の
か
た
ま
り
玉
子
と
成
て
、
う

か
い
舟
と
い
ふ
目
鼻
を
付
て
、
既
に
七
才
の
時
、
世
間
の
子
共
く
ま
た
か
出
様
と
い
ふ
て
乳
首
を
ひ
ね
る
時
分
、
物
を
書
習
へ
、
よ
み
物
を

せ
よ
と
い
や
な
事
は
教
え
つ
二
、
適
々
辛
苦
の
気
は
ら
し
と
て
我
か
古
郷
を
尋
れ
〈
、
せ
ま
い
事
を
す
る
や
う
に
、
折
艦
有
社
い
や
ら
し
け

（
マ
マ
）

れ
、
そ
れ
遊
君
の
有
る
〈
天
下
繁
（
一
五
ゥ
）
」
昌
の
ゆ
へ
ぞ
か
し
、
先
都
に
〈
嶋
原
な
〈
て
石
垣
丁
、
祗
園
八
坂
清
水
坂
、
こ
つ
ほ
り
町
土
手

町
、
稲
荷
北
野
ざ
か
岡
崎
、
伏
見
に
泥
町
し
ゆ
も
く
町
、
墨
染
京
橋
浜
の
茶
屋
、
奈
良
に
鳴
川
木
辻
、
大
坂
に
新
町
道
頓
堀
、
新
地
堀
江
藤

（
マ
マ
）

の
た
な
、
夜
な
ノ
ー
辻
に
立
や
す
ら
ふ
、
惣
嫁
の
数
言
千
無
量
、
堺
に
ハ
夷
嶋
、
大
津
に
〈
芝
ゐ
町
、
播
磨
に
室
の
つ
、
う
つ
ら
野
、
長
門

の
国
に
下
の
関
、
備
後
に
〈
靱
の
浦
、
長
崎
に
丸
山
、
筑
前
に
は
か
た
の
つ
、
越
後
に
村
上
、
新
方
、
越
前
に
つ
る
か
、
ゑ
く
に
、
加
賀
の

国
に
宮
の
越
、
上
野
に
坂
本
、
か
る
い
沢
、
駿
河
の
国
に
阿
部
川
、
三
川
に
御
油
赤
坂
、
伊
勢
に
古
市
鳥
羽
の
湊
、
さ
て
又
江
戸
に
ハ
吉
原

品
川
千
寿
板
橋
新
宿
護
国
寺
、
丸
太
舟
の
寄
所
〈
八
官
町
、
赤
坂
五
郎
兵
衛
丁
、
め
っ
た
（
八
・
五
糎
）
蔵
の
近
辺
、
此
外
夜
多
嫁
の
隠
家

（
「
五
十
三
匁
」
ト
判
読
可
能
）

芝
（
一
三
・
二
糎
）
是
そ
君
か
代
の
久
し
か
る
へ
ぎ
（
ニ
ハ
ォ
）
」
（
一
二
・
八
糎
）
松
の
位
を
太
夫
と
定
メ
場
（
八
・
五
糎
）
廿
五
匁
と
い
へ

と
、
冊
匁
払
い
、
鹿
〈
か
こ
い
十
七
匁
、
月
ハ
ー
ッ
壱
匁
、
陰
ハ
ニ
つ
弐
匁
、
塩
〈
三
つ
三
匁
、
分
ハ
五
分
の
は
し
女
郎
、
京
大
坂
ハ
是
に

定
め
、
江
戸
〈
太
夫
を
三
十
七
匁
、
格
子
女
郎
廿
六
匁
、
讃
茶
全
角
、
う
め
茶
も
同
し
、
お
か
く
ら
仕
舞
、
う
ぐ
ゐ
す
一
羽
功
射
柵
吋
軋
紗
云
、

五
寸
を
〈
通
し
ゑ
り
と
い
う
、
三
寸
を
〈
半
ゑ
り
と
い
う
、
二
寸
を
袖
へ
り
と
号
す
、
近
き
比
ま
て
四
寸
を
ゑ
り
か
た
と
い
ひ
て
有
し
か
、
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今
〈
絶
た
り
、
か
し
は
た
を
田
地
持
と
名
付
、
羅
生
門
を
一
匁
と
定
め
、
貴
賤
老
若
是
に
よ
っ
て
心
を
は
ら
し
命
を
の
ふ
、
さ
れ
〈
吉
原
五

丁
の
く
る
わ
に
於
て
、
一
日
に
五
十
貫
目
入
来
ら
ね
《
、
其
日
の
口
業
〈
な
ら
ぬ
と
か
や
、
さ
れ
〈
遊
君
〈
元
気
を
養
ふ
万
病
円
、
銭
銀
と

あ
ら
は
契
り
給
へ
と
ゑ
て
口
に
ま
か
せ
、
固
お
や
ち
を
い
ひ
込
し
も
、
今
思
へ
〈
も
つ
（
ニ
ハ
ゥ
）
」
た
い
な
い
事
よ
、
角
て
弥
性
根
を
迷
ひ
、

仇
名
よ
し
野
に
ほ
た
さ
れ
て
、
命
も
何
の
絲
瓜
の
皮
、
瓢
箪
よ
り
か
ろ
ぎ
う
き
世
を
五
厘
二
毛
共
お
も
わ
す
、
適
宿
に
独
寝
の
夢
も
揚
屋
の

床
の
内
、
現
な
ら
ぬ
有
様
な
り
、
さ
れ
〈
世
俗
の
た
と
へ
事
、
い
や
と
い
は
れ
ぬ
口
す
さ
ミ
、
夫
の
心
と
夏
の
酒
、
一
夜
に
替
る
と
い
ふ
ま

く
れ
闇
屋
の
太
夫
千
と
せ
と
い
へ
る
女
郎
に
ふ
と
魂
を
入
替
て
、
よ
し
野
か
事
を
〈
お
く
ひ
に
出
さ
す
、
は
ら
立
と
い
ふ
斗
に
や
み
よ
し
の

掻
恨
あ
り
あ
け
の
、
月
に
村
雲
花
に
風
、
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
中
言
か
、
と
ふ
か
こ
ふ
か
と
身
を
も
た
へ
、
し
ん
ぎ
な
事
と
お
も
ひ
ね
の
胸
に

手
を
置
按
す
れ
〈
、
身
に
あ
や
ま
り
〈
、
な
け
れ
共
見
限
給
ふ
心
根
の
奥
を
い
か
に
と
問
〈
ま
し
、
逢
え
は
見
た
（
三
糎
）
抱
て
れ
た
や
と

恋
衣
、
き
て
見
る
事
の
叶
〈
ぬ
に
、
せ
め
て
（
一
二
糎
）
や
と
、
暦
も
と
き
の
文
を
送
れ
（
一
七
さ
」
（
二
・
五
糎
）
取
上
も
せ
れ
は
い
と

逸
恨
ハ
増
鏡
、
曇
ら
ぬ
心
よ
し
野
の
君
、
是
よ
り
い
か
な
世
の
人
に
、
枕
か
わ
さ
し
物
さ
せ
し
と
、
心
一
つ
に
お
も
ひ
定
め
、
身
揚
り
を
し

て
客
に
逢
ね
は
、
轡
夫
婦
の
折
儒
、
目
も
あ
て
ら
れ
ぬ
有
様
也
、
ヤ
ァ
大
胆
成
ふ
ん
は
り
め
、
あ
の
舟
は
か
り
か
大
尽
二
て
、
外
の
客
〈
銀

て
〈
な
い
か
、
是
て
こ
り
よ
と
ふ
と
も
壁
へ
、
小
刀
針
を
ざ
畠
れ
、
或
時
ハ
、
食
止
に
逢
て
う
き
目
に
あ
へ
共
、
ね
ん
け
も
な
い
事
、
外
の

客
へ
〈
戸
帳
を
開
く
ま
て
も
な
し
、
盃
事
も
い
や
て
あ
ん
す
、
と
て
も
に
さ
ま
ゆ
へ
に
死
な
〈
そ
れ
ま
て
、
過
去
生
よ
り
の
悪
縁
に
て
社
あ

ら
め
と
、
心
中
か
た
く
み
さ
ほ
を
立
、
頃
し
も
五
月
十
五
夜
の
月
す
ミ
わ
た
る
西
の
京
、
二
階
座
敷
に
只
独
、
今
宵
限
と
し
ら
ま
弓
、
引
音

に
よ
く
る
三
味
線
の
、
い
と
お
し
ら
し
き
取
成
に
、
白
む
く
二
つ
重
ね
き
て
皆
水
精
の
珠
数
を
（
一
七
ゥ
）
」
す
り
、
い
か
に
や
ｊ
、
仏
た
ち
、

此
世
社
浅
き
契
て
侍
ふ
共
、
来
世
〈
必
舟
さ
ま
と
、
一
シ
蓮
に
向
へ
と
り
、
妙
法
れ
ん
ほ
の
か
た
ら
い
久
し
く
導
き
給
へ
と
い
ひ
も
あ
へ

す
、
拘
刀
を
以
、
心
本
へ
突
立
、
夕
の
露
と
そ
消
に
け
る
、
ア
ッ
ト
い
ふ
声
ね
耳
に
入
て
轡
夫
婦
二
階
へ
上
、
引
立
み
れ
〈
、
是
〈
さ
て
、

朱

雪
を
あ
ざ
む
く
白
小
袖
の
血
し
ほ
に
ま
か
へ
て
、
出
来
た
て
の
ま
ん
ち
う
よ
り
あ
た
壁
か
な
り
し
は
た
へ
、
忽
氷
の
如
な
れ
〈
、
さ
す
が
邪
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見
の
親
方
も
、
も
み
紙
も
ふ
け
ぬ
泪
に
し
ほ
り
て
、
か
た
〈
ら
を
見
れ
〈
、
書
置
有
、
情
な
ぎ
轡
を
始
、
姉
女
郎
遣
手
禿
ま
て
跡
々
に
文
を

残
し
て
、
う
か
い
舟
へ
も
一
通
を
止
む
、
お
ろ
せ
か
方
よ
り
早
ミ
届
け
れ
〈
、
ざ
も
心
つ
よ
か
り
し
男
、
俄
に
我
を
り
涙
の
つ
ら
壁
ね
ち
切

る
斗
に
覚
え
し
、
さ
て
、
書
置
を
□
（
一
八
ォ
）
」
（
一
○
・
九
糎
）
に
余
る
玉
章
を
送
る
、
す
ん
と
陸
奥
の
ち
か
の
塩
風
あ
ら
ぬ
方
に
な
ひ
き
、

御
ち
ぎ
り
も
幾
久
し
き
千
と
せ
さ
ま
と
や
ら
ん
に
命
を
か
け
さ
せ
給
ふ
と
か
や
、
聞
よ
り
恨
有
馬
山
、
い
な
の
仰
を
間
ま
ゐ
ら
せ
度
、
筆
の

…

た
よ
り
に
気
を
は
こ
ば
せ
、
あ
わ
れ
一
□
□
り
の
御
返
事
を
た
に
、
う
く
の
空
な
る
風
も
猶
、
ま
つ
に
か
ひ
な
き
木
木
の
有
に
あ
ら
れ
ぬ
う

ぎ
身
の
ほ
と
、
少
も
御
し
ん
に
か
塗
り
候
て
、
な
ぎ
跡
に
て
ふ
ひ
ん
共
思
召
下
さ
れ
可
候
候
、
過
に
し
ぎ
さ
ら
ぎ
の
比
に
や
有
け
ん
、
難
波

折
の
多
葉
粉
入
に
歌
を
書
申
や
う
に
と
な
よ
や
か
成
仰
い
な
ひ
か
た
く
て
、

君
ゆ
へ
に
よ
し
の
た
は
こ
の
よ
し
や
世
の
烟
と
も
な
れ
身
ハ
い
と
〈
し
な

と
し
る
し
置
候
へ
〈
、
そ
の
た
は
こ
入
、
そ
も
し
さ
ま
御
命
の
あ
ら
ん
か
ぎ
り
〈
身
を
は
な
さ
し
と
仰
ら
れ
し
、
お
か
し
く
社
思
ひ
候
し
か
、

あ
く
る
夜
、
扇
（
一
八
ゥ
）
‐
」
や
の
う
ぎ
舟
さ
ま
の
禿
に
給
く
り
し
と
て
見
ま
ゐ
ら
せ
候
事
、
か
く
つ
た
へ
ま
い
ら
せ
候
も
、
は
か
な
き
心
つ
く

し
と
思
召
も
有
へ
け
れ
と
、
思
う
事
い
は
ね
〈
お
中
か
は
る
と
聞
か
ら
に
、
う
ら
み
も
恋
も
残
り
江
の
、
つ
も
る
う
た
か
ひ
は
ら
さ
ん
為
の

せ
い
し
を
〈
な
せ
に
ほ
く
と
《
し
給
う
、
う
ら
め
し
や
君
ゆ
へ
に
、
此
世
の
み
か
〈
、
め
い
と
迄
、
重
く
う
ぎ
目
を
三
津
瀬
川
、
恋
の
渕
瀬

の
底
ふ
か
く
、
し
つ
み
果
ぬ
る
身
の
上
を
、
み
し
も
の
と
思
召
、
思
ひ
出
さ
せ
給
〈
ん
折
一
天
、
念
仏
の
一
反
も
と
な
へ
て
下
ん
せ
、
さ
り

と
〈
よ
の
か
た
さ
ま
の
百
反
よ
り
、
実
ｊ
、
う
ま
く
う
け
ま
ゐ
ら
せ
候
、
け
に
や
な
こ
り
の
捨
小
舟
に
、
う
か
れ
し
君
を
し
ん
し
っ
に
、
い
と

し
と
そ
思
う
は
か
な
さ
〈
、
磯
の
飽
の
か
た
思
ひ
、
花
の
つ
も
り
の
藻
屑
草
、
書
あ
つ
め
ま
ゐ
ら
せ
（
三
字
分
）
ぎ
事
す
み
の
江
ハ
う
か
め
か
た

く
あ
り
な
か
ら
、
御
覧
（
一
二
糎
）
の
涙
に
ま
き
こ
め
し
、
扱
申
（
一
九
さ
」
（
四
・
五
糎
）
れ
し
身
よ
り
（
一
行
分
不
明
）
う
か
い
舟
、
此
文
を
く
り
返

し
て
、
十
方
〈
さ
て
お
き
廿
方
に
も
く
る
墜
斗
に
思
ひ
、
一
度
双
飛
の
孔
翠
の
契
外
の
や
う
に
く
あ
ら
磯
の
、
ふ
る
め
の
世
間
も
つ
員
ま
し

く
、
暫
ぬ
れ
の
虫
干
し
て
、
五
月
半
よ
り
水
無
月
の
末
ま
で
里
通
を
や
め
、
心
を
古
郷
に
戻
し
て
、
終
日
閉
門
、
学
問
の
工
夫
を
費
さ
ん
と
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思
う
に
、
去
者
〈
日
々
に
う
と
く
、
う
つ
る
ふ
者
〈
ち
ょ
っ
と
わ
す
れ
か
た
く
、
後
よ
り
貧
乏
神
か
追
立
〈
、
ち
り
け
元
か
そ
ふ
そ
ふ
と

し
て
、
自
然
と
宿
に
尻
の
す
〈
ら
ぬ
様
に
覚
え
、
兎
角
彼
の
千
と
せ
を
請
出
し
、
一
生
の
そ
ひ
ふ
し
に
せ
は
や
と
思
ひ
し
か
、
乍
去
、
流
の

身
引
手
余
多
に
し
け
洩
れ
ハ
、
心
〈
千
ミ
に
う
つ
る
ひ
て
、
底
の
心
〈
汲
か
た
く
、
い
さ
や
事
を
次
て
に
ぎ
や
つ
か
心
中
を
た
め
し
兼
々
我

に
い
ひ
か
は
せ
し
詞
と
胸
（
一
九
ゥ
）
」
と
替
ら
ぬ
か
様
子
を
そ
っ
と
伺
ハ
ん
と
、
自
か
ら
や
つ
す
口
姿
、
十
日
前
よ
り
髪
を
そ
ら
す
、
ほ
うトキ

ノ
、
然
と
こ
し
ら
へ
て
、
立
売
風
の
髭
男
、
挾
箱
を
持
せ
け
れ
と
、
耳
と
口
と
の
相
図
シ
て
、
小
宿
に
忍
は
せ
置
、
我
身
〈
わ
ざ
と
引
解

や
、
河
内
木
綿
の
肩
裾
に
色
紙
短
冊
当
た
る
を
着
て
、
な
り
ひ
ら
も
つ
く
ろ
わ
す
、
畳
の
へ
り
の
細
帯
に
、
煤
竹
色
の
編
笠
を
前
う
つ
ふ
き

（
や
つ
）

に
引
か
ふ
り
、
揚
屋
に
す
っ
と
入
し
ほ
の
、
目
は
し
の
ぎ
い
た
亭
主
か
蚤
、
此
形
を
み
る
か
ら
に
、
是
ハ
と
ふ
し
た
御
略
し
、
一
手
く
〈
す

る
分
別
か
、
先
こ
な
た
へ
と
い
ふ
ま
蚤
に
奥
の
座
敷
に
と
く
ｌ
、
と
、
千
と
せ
く
久
し
く
音
信
も
、
た
へ
て
な
ぎ
さ
の
あ
ま
小
舟
、
波
に
ゆ

（
中
央
「
中

ら
る
畠
風
情
二
て
、
の
つ
し
と
上
座
に
進
し
ハ
、
人
の
命
を
烏
辺
山
、
骨
ハ
（
七
糎
）
忘
れ
し
と
、
既
に
押
へ
さ
ハ
リ
の
盃
終
て
、
（
一
四

二
」
‐
ｒ
ノ
、
、
、
ノ
コ
ル
）

（
中
間
「
ふ
」
一
字
残
ル
）

糎
）
中
に
成
（
二
字
分
）
い
ひ
け
る
〈
、
な
ふ
聞
て
た
も
（
二
○
さ
‐
一
（
一
五
糎
）
と
く
し
思
〈
れ
そ
、
皇
〈
（
一
○
糎
）
な
れ
、
い
つ
比
ま
て
〈

随
分
と
手
仕
脚
一
一
て
ま
か
な
い
し
、
果
〈
死
一
倍
も
借
尽
、
最
早
此
上
〈
、
分
別
袋
の
底
を
払
て
も
身
ぬ
け
〈
な
ら
す
、
首
く
畠
る
よ
り
外

（
今
力
）

の
事
な
し
と
思
へ
と
、
口
死
て
も
ほ
い
な
し
、
就
夫
、
日
比
た
か
い
に
契
置
て
、
死
る
こ
所
の
兼
言
を
、
定
て
忘
れ
〈
し
給
ふ
ま
し
、
い

よ
ノ
ー
～
替
ら
ぬ
心
な
ら
は
、
今
宵
是
｜
一
て
差
違
へ
、
同
よ
み
ち
に
行
道
の
、
三
途
川
を
〈
手
を
引
合
て
、
渡
る
へ
し
と
物
い
ふ
貝
も
う
か
い

舟
、
う
か
い
体
に
て
語
る
に
そ
、
千
と
せ
心
に
あ
き
れ
つ
壁
、
扱
き
の
毒
な
様
子
や
と
、
胸
か
土
佐
踊
す
れ
共
、
し
っ
と
気
を
押
し
つ
め
、

完
爾
と
笑
て
申
せ
し
〈
、
只
今
の
御
伝
へ
、
聞
よ
り
笑
止
な
御
事
と
思
う
に
付
て
も
女
子
の
身
、
ち
え
才
覚
に
及
は
ね
〈
、
此
上
〈
力
な

し
、
左
程
に
思
い
切
ら
ん
せ
く
、
元
よ
り
兼
し
一
言
の
何
い
つ
は
り
も
さ
ふ
ら
わ
ん
、
い
さ
（
二
○
ゥ
）
」
諸
共
に
き
え
は
て
ゞ
、
後
の
契
を
た

の
む
へ
し
と
、
心
中
た
て
た
る
か
く
ゆ
さ
に
、
舟
心
よ
く
打
ゑ
み
て
、
あ
堂
う
れ
し
や
な
、
い
さ
』
ら
〈
此
世
の
限
、
是
迄
な
り
、
互
の
貝

を
能
見
や
と
、
其
ま
陰
む
く
と
起
上
り
、
懐
中
よ
り
相
口
を
取
出
し
、
千
と
せ
か
胸
く
ら
抓
寄
、
巳
に
か
ふ
よ
と
覚
え
し
時
、
千
と
せ
し
は
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し
と
詞
を
か
け
、
な
ふ
ま
た
ん
せ
、
舟
さ
ま
、
さ
な
ぎ
た
に
、
女
の
身
〈
五
障
の
雲
に
さ
そ
く
れ
、
三
従
の
罪
深
し
と
聞
参
ら
せ
候
へ
〈
、

最
期
の
い
と
ま
を
た
ひ
給
へ
、
念
仏
の
一
反
も
申
た
や
と
望
け
る
ゆ
へ
、
然
〈
、
心
静
に
と
て
、
刀
を
お
さ
め
待
け
る
に
、
其
時
、
千
と
せ

の
ひ
上
り
、
西
〈
と
ち
、
東
く
い
つ
く
と
尋
る
ふ
り
し
て
、
蚊
帳
を
隅
て
逃
出
、
や
れ
人
こ
ろ
し
と
呼
は
り
な
か
ら
、
屏
風
け
た
を
し
は
し

り
来
れ
〈
、
場
や
（
九
糎
）
棒
ち
ぎ
り
木
を
持
て
、
あ
ま
す
な
も
ら
さ
し
（
一
○
糎
）
相
（
一
・
五
糎
）
声
に
け
て
ん
し
て
お
し
（
三

ォ
）
」
（
一
四
・
五
籾
）
し
取
て
鉢
巻
に
し
き
せ
（
九
糎
）
二
人
三
人
取
付
、
あ
ん
と
け
た
を
し
、
は
い
ふ
き
ふ
み
か
ふ
れ
〈
、
座
敷
〈
や
ミ

の
う
つ
及
心
も
な
く
、
あ
ミ
笠
に
火
を
付
、
ぬ
く
い
紙
を
し
そ
く
に
し
、
可
笑
事
を
す
る
か
な
る
不
二
野
に
ぬ
る
五
月
闇
曽
我
の
夜
討
に
さ

も
似
た
り
、
其
時
う
か
い
舟
、
大
名
の
火
に
く
は
っ
た
る
け
し
ぎ
二
て
、
微
塵
も
さ
く
か
す
、
是
々
揚
屋
夫
婦
、
其
外
相
客
の
衆
中
、
聞
て

下
さ
れ
よ
、
某
今
宵
参
る
事
、
別
の
事
に
〈
候
〈
す
、
内
々
千
と
せ
と
な
し
ミ
深
、
日
比
に
替
ら
ぬ
心
な
ら
〈
、
ひ
そ
か
に
身
請
し
て
、
我

か
宿
の
妻
と
定
め
、
出
入
の
人
々
に
御
新
造
と
仰
か
せ
て
、
春
〈
花
秋
〈
月
よ
と
詠
め
ん
と
、
お
も
ふ
心
そ
こ
ゐ
な
き
、
千
と
せ
か
心
中
た

め
さ
ん
為
、
（
二
字
分
）
身
を
や
つ
し
来
り
た
り
、
深
き
所
存
を
是
み
よ
と
、
懐
中
し
た
る
相
口
を
投
出
す
、
人
々
立
寄
手
に
（
三
ゥ
）
」
取
上

見
れ
〈
、
実
〈
檜
の
木
の
あ
ら
け
つ
り
、
銀
錨
を
し
た
る
斗
な
り
、
籾
、
隠
し
置
た
る
小
者
を
呼
寄
、
挾
箱
の
ふ
た
を
開
け
〈
、
今
極
の
小

判
千
二
百
両
入
て
あ
り
、
場
や
夫
婦
を
始
、
な
ミ
ゐ
る
女
郎
禿
遣
手
に
到
る
ま
て
、
是
〈
し
た
り
と
肝
を
け
す
、
千
と
せ
か
心
、
此
時
〈
、

浦
島
太
郎
か
玉
手
箱
へ
明
て
く
や
し
ぎ
思
ひ
に
も
、
ま
さ
り
て
社
〈
見
へ
に
け
り
、
此
沙
汰
は
つ
と
曲
輪
中
に
か
く
れ
な
く
、
太
夫
職
ひ
て

り
に
な
り
、
露
う
つ
客
も
あ
ら
さ
れ
〈
、
そ
れ
よ
り
茶
や
に
追
さ
け
ら
れ
し
と
な
り
、
角
て
は
う
か
い
舟
、
煩
悩
の
珠
数
を
切
、
ァ
壁
お
も

わ
す
も
茶
か
さ
れ
て
、
や
き
て
を
く
ひ
し
無
念
さ
よ
、
薪
を
負
て
火
事
場
に
行
キ
、
車
を
引
て
氷
の
上
を
渡
共
、
傾
城
に
契
る
へ
か
ら
す

（
一
○
糎
）
あ
そ
ひ
今
日
限
そ
と
心
誓
文
を
た
て
（
一
四
・
五
糎
）
里
の
名
残
と
お
も
へ
〈
場
や
（
一
三
ォ
）
」
（
一
四
糎
）
を
振
舞
へ
し
と
明

る
－
日
（
一
○
糎
）
も
て
な
し
け
る
懇
立
に
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引
而

_畠
一
一

さ
よ
り

鮪
Ⅸ
判
け

ほ
賃
ノ
つ
き

茶
請
削
臆
岬
も
ち

水
菓
子
邸
川

箏
口
朧
李

焼
物
洲
肺
い
る

さ
し
ミ
に
艸
酒

汁
肺
帥
哨
杁
焼
鋤
稚
拙
ん

ひ
た
し
物
刎
鰺
み

の
り

こ
ん
へ
い
と
う

干
，
く
わ
し
維
帥
糊
餅

肴
帆
助
城
併
一
密
吸
物
唖
服
槍

吸
物
航
刊
か

肴
脈
Ⅲ
肪
捕
吸
物
雌
雲
雛

汁
卸つた
たミこ
い入の
こ

ん

ふ
く
さ
青
さ
き

！
Ｔ
午
房

、
７
榎
た
け

か
い
わ
り
な

お
ほ
ろ
た
う
ふ
倣
肺
っ
ほ

わ
さ
ひ

花
ほ
と
□

大
ら
く
か
ん
か
す
て
ら

水
の
物
朝
洲
一
大
こ
ん
（
二
三
オ
）
」

り
ん
こ

か
す
つ
け

香
物
舞
晩
つ
け

な
口
豆

食
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其
外
美
味
の
数
を
尽
し
、
六
月
廿
九
日
の
昼
よ
り
明
れ
く
冊
日
の
昼
ま
て
の
ミ
く
ら
し
い
、
已
後
又
難
波
に
い
た
り
、
男
色
女
色
に
心
を
寄
、

夜
白
の
楽
す
る
か
ち
な
る
、
不
二
程
金
を
つ
み
て
、
是
て
く
た
ま
ら
ぬ
筈
よ
、
終
に
身
代
篭
の
鳥
、
立
居
も
な
ら
ぬ
様
に
な
り
、
厚
地
に
ぬ

ぎ
足
し
て
、
さ
し
も
に
広
き
世
間
に
、
ひ
ざ
を
入
へ
ぎ
宿
さ
へ
な
き
も
、
人
の
す
る
ゆ
へ
に
あ
ら
す
、
か
た
る
に
つ
き
ぬ
あ
ほ
ふ
程
、
知
た

同
士
〈
す
畠
風
の
そ
螢
ろ
寒
け
き
秋
の
空
、
既
に
称
念
寺
の
鐘
東
雲
を
告
、
水
抜
の
鶏
し
き
り
音
つ
る
と
、
思
へ
〈
夢
〈
さ
め
に
け
り
み
し

（
一
○
糎
）
三
三
ウ
）
」
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